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ミサの説教集をまとめてみて 

 

担当司祭 田丸 篤 

私は、毎週書きとめてきた主日のミサの説教原稿一

年分を製本して配布するようにしてみました。コロナ

禍でミサを十分に行うことができなかった時、少しで

も主日の朗読について味わうことができる一助とし

て、説教原稿を教会のホームページや聖堂入り口のラ

ックに置いてきました。毎週主日の福音の中のイエス

様のメッセージをできるだけわかりやすく、そして私

たちが日常生活の中でイエス様の呼びかけに応える

ことを目指して説教を作ってきました。毎週の積み重

ねが今１冊の説教集としてまとめることができ喜び

を感じています。 

 

昨年は C 年と言ってルカ福音が主日のミサでは読

まれていました。そして１年間に主日が５２回あり、

クリスマスと１月１日の神の母聖マリアの祭日と合

わせて５４回分の説教をまとめてみると、そこにイエ

ス様がおっしゃっている大事なメッセージのほとん

どを味わうことができます。また日曜日ごとに朗読さ

れる福音の箇所も先週、今週、来週とつながっており、

それを続けて味わうことでよりイエス様のおっしゃ

っているメッセージが伝わってきます。私たちは今、

もっとイエス様の事を大切にするよう招かれている

と思います。そしてイエス様を大切にするために私た

ちができることとして、やはりイエス様の話された言

葉にもっと私たちの方から触れていくことが求めら

れます。人からよく聞くこととして、自分で福音に目

を通してみても、なかなか理解することが難しいとい

うことがあります。確かに解説や手引きがないと一人

で理解するのは難しいかもしれません。でも手引きや

解説を利用しながら、イエス様のおっしゃっているこ

とを私たち一人ひとりが大事に受け止めていくなら、

どれほどイエス様をお喜ばせすることができるでし

ょう。イエス様はそのことをいつも待ち望んでおられ

ます。御自分が話され残されたみ言葉を私たちが大事

にして、少しでもイエス様のおっしゃっていることを

実行していく。私たちは自分の力だけではこの世を歩

むことはできませんし、神様が用意してくださる真の

幸せを味わうこともできません。私たちの生きる意味

も、真の幸せもやはりイエス様を通して与えられるも

のです。自分として力を失っていると感じられる時、

人生の意味、生きる意味を見失っている時、私はその

時こそイエス様に心を向け、イエス様に共にいてくだ

さること、共に働いてくださることを祈り願い、同時

にイエス様が話し残してくださったみ言葉に触れる

ことを通して、イエス様につながっていくことを大事

にしてほしいと思います。今回私が製本した１年間の

説教集を通して、人々がよりイエス様を身近に感じ大

切にしてくださることを心から願っています。 
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わたしたちにとっての共同宣教司牧 

H T 

「共同宣教司牧｣ということばは、あまり馴染みが

ない方がいるかもしれません。『わたしたちがめざし

ている共同宣教司牧とは』カトリック横浜司教区共同

(協働)宣教司牧推進チーム (2018 年)(ページは同冊

子)によると、｢横浜教区がめざす教会の姿は『交わり』

という言葉に集約されます。(中略)ここで言う『交わ

り』は理想的な教会の姿を示しているだけでなく、教

会がキリストから託された使命をよりよく果たすた

めに手段として必要なものでもあります。つまり、わ

たしたちキリスト信者同士の交わりがあってこそ、教

会は本来の使命を全うできるのです。いわゆる『共同

宣教司牧』や『三部門』はこのような考え方から出発

するものであり、『交わり』が実現する場、あるいは手

段と理解することができます(1 ページ)」とあります。

ですから、戸塚教会がめざすべき教会の姿もこの｢交

わり｣が実現している教会であると言えます。ともす

ると、信仰者としては三位一体の神と自分との関係だ

けで考えてしまいがちですが、｢自分だけの狭い考え

の中に閉じこもってしまうような個人主義的な信仰

ではない共同体的な信仰を育んで行くことが求めら

れる(7 ページ)｣とあり、教会という共同体を抜きにし

てはカトリックの信仰はよしとされないということ

なのだろうと考えます。 

  

また、｢『神の民』すなわちわたしたち一人ひとりの

キリスト者が与えられた使命は『神の国』のために働

くこと、神の愛といつくしみを実現させることにある

ことを見てきました。しかし、伝統的には、それは三

つの具体的な使命に分けられます。すなわち『祈るこ

と』『信仰を伝えること』『愛を証しすること』の三つ

です。神学的な用語を用いるならば、それぞれ『祭司

職』『預言職』『王職』とも言います(8 ページ)」。また、

｢小教区でも共同宣教司牧においても、あるいは個人

のレベルにおいても、『祈ること』、『信仰を伝えるこ

と』、『愛を証しすること』がバランスよく行われてい

るかどうかは、自らのキリスト者としての歩みを振り

返るための 1 つの尺度と言えます(15 ページ)｣とあり、

戸塚教会のあるべき姿を想像したとき、それはこの

｢三部門｣がバランスよく実現している教会なのだと

思います。 

 

一言で言えば、教会の目指す方向＝｢交わり｣に向か

って、司祭に導かれて、ともに課題を分かち合い、ア

イデアを出し合い、協力し活動している教会であろう

と思います。｢祈ること｣では、田丸神父様が常々おっ

しゃっているイエス様と親しく話をする時間、聖書に

親しむ時間をそれぞれが持てるようになればいいと

思います。｢信仰を伝えること｣では、教会の活動や集

まりに多くの人が参加して、世代を超えて意見を出す

場があり、新しい試みにもチャレンジできるような、

多くのレベルでの交わりが実現できたらと思います。

｢愛を証しすること｣では、地域社会でも一定の役割を

担っている教会として認知され、地域の人が気軽に話

しに来られて、一緒に考えられる場所になっていけた

ら、素晴らしいと思います。 

 

 

 

 

 

教会委員長のことば 
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教会学校サマーキャンプが 8 月 4 日(金)～5 日(土)にかけ、カトリック二宮教会で行われ、6 名の生徒から感想

文が、またリーダーのお二人からもコメントが寄せられました。 

 

１年 TN 

ぼくは、きのうのプールがいちばんたのしかったです。そこのプールのビートばんで およぐれんしゅうをしま

した。たのしかったしレベルは ほし５こです。 

２年 HN 

プールをやって ぼくがおもったことは プールでおよげないけど そこでれんしゅうして ちょっとできる

ようになりました。 

４年 MF 

私は、サマーキャンプに参加して、初めてだけど、新しいお友達が出来たり、たくさん遊びました。前に学

校のお友達といっしょに宿泊体験に行ったのですが、それと同じくらい楽しかったです。 

私が一番楽しかったのは、プールです。もう夏だし、今日初めて出来たお友達と遊べたから、もっと楽しかっ

たです。おにごっこをしたり、泳ぐ練習をして、いつもよりたのしかったです。 

５年 WN 

ぼくがサマーキャンプでとくに楽しかったのは ごはんの時間です。ですが、他にもプ

ールの時や、はなびの時もサマーキャンプ全部がとても楽しかったです。ほかにも最初の

グループの人の名前をいうゲームも楽しかったです。 

 

 

６年 MS 

教会のキャンプは初めてだったけど楽しかったです。特に花火がきれいだったです。水泳

もおよぎかたはわすれたけれど、気もち良かったです。夜ごはんも朝ごはんもおいしかった

です。絵が上手な人がいてそんけいします。 

 

６年 FN 

３回目の教会の合宿でとても楽しい思い出になりました。友達もたくさんできたし、最初から、最後まで楽

しかったです。プールでは仲良くなった友達とおにごっこをして遊びました。僕はあんまりつかまえることが

できませんでしたけど友達と笑い合うことができました。ねるときは、僕はすぐねてしまいました。ドッチボ

ールはみんなで楽しくやれました。またいきたい。 

 

リーダー おかぴー 

４年ぶりのサマーキャンプ、はじめての人もたくさんいましたね。新しいお友だち、できたかな。おかぴー

も楽しいサマーキャンプだったよ。プール、みんなでの食事、花火・・・。夜はちゃんとねれたかな。 

ことしは１泊だったけど、次は２泊できるといいね。もっといろいろなことができるよ。来年もまた会おう！

６年生は中学生になっても来てほしいな！ 

リーダー MF 

はじめてのキャンプは とてもたのしくうれしかった。おつかれさまリーダーたち。そして みんなありが

とう！ 

教会学校サマーキャンプに参加して 
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いつくしみ深い父よ、あなたの民を顧み、イエス・キリストのために生涯をささげる司祭、修道者の

召命をお与えください。聖霊の恵みと力に支えられて、多くの青年があなたの招きにこたえ、あなた

の愛に強められて、兄弟姉妹に奉仕する心を与えられますように。 

(サマーキャンプ続き) 

※子どもたちの絵（一部抜粋） 
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一粒会祈りのリレー (10 月度) 

二宮教会前景 
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1）福島農産物販売（福島やさい販売ボランティアグループ） 

10 月 29 日（日）のミサ前後、NPO 法人「福島やさい畑」に協力して、福

島の農産物の販売を、教会前庭で行います。新鮮な野菜や果物にご期待く

ださい。近隣の皆様にもお声をおかけ下さい。 

 

 

 

 

 

2）ステラマリスの毛糸の帽子 

ご自宅等で編んでいただいた帽子などの作品を集めます。11 月 18 日（土）～26

日（日）に教会受付内に段ボール箱を設置しますのでお入れ下さい。11 月 26 日

の週に、カリタス石巻ベースの皆さんが編んだ帽子と合わせて、福祉部員が末吉

町教会内のステラマリスに納品します。 

 

 

 

3）第五地区 神の愛を証しする企画の案内 

第五地区では、神の愛を証しする企画として、下記のわかち合いの会を開催します。 

座談会「支援の現状とそこから見えてくるもの」 

（寿町のホームレスの支援活動をしている木曜パトロールの世話人を招い

て。） 

11 月 4 日（土）14 時～15 時 30 分 

カトリック鍛冶ヶ谷教会ジェラルドホール 

どなたでも自由に参加できますので、お誘い合わせのうえ、ご参加ください。 

 

 

4）活動サークルの案内 

楽しい活動です。お気軽にご参加下さい。 

10 月 25 日 13 時～15 時 「ステラマリス」毛糸の帽子 

10 月 26 日 10 時～12 時 NPO「風のバード」さをり織 

 

福祉部からのお知らせ 
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私たち管財部は教会の建物、設備の維持管理を担って

います。そこにミサの音響設備の管理音響効果を維持

する音響グループ、庭の花壇や敷地の緑化を行う緑の

会、そして、コロナやインフルエンザなど感染症予防

を推進する消毒グループの３つのグループが加わり

活動しています。日頃私たちがどのような活動をして

いるのかを紹介します。 

 

管財部（９名） 

 管財部は管財委員の U さんを中心に、【多様性】と

いう言葉がピッタリな幅広いメンバーで構成されて

いますので、S が勝手にメンバー紹介をいたします。 

 建設業でも人生でも豊富な経験をお持ちの管財の

重鎮 N さん。限られた予算の中で「自分たちでなんと

かしよう」と常に考え動かれる A さんと M さん。コ

ロナ禍で感染防止にご尽力されている消毒グループ

の F さん。いつも核心を突いたご意見をいただける O

さんと Y さん。責任感が強くフットワークの軽い O さ

ん。そして正直あまり貢献できていない S の 9 名が楽

しくワイガヤの雰囲気で会議を行い、施設維持管理と

感染防止のために活動しています。 

 教会の皆様にお伝えしたいのは、管財部のメンバー

がプライベートを割いて可能な限り自分たちで修繕

を計画実行し、予算の削減に努めていらっしゃる点で

す。本当に感謝しています。（孝） 

 

音響グループ（４名） 

 W リーダーのもと、ミサや催し物の時の音響調整、

マイクとそれに伴う付属品等の管理が主な役目です。

人の声はそれぞれ音量も音質も違うので、少しでも聞

きやすくなるよう、常に気を配っています。そこで皆

様にご協力のお願いです。 

 

●教会のマイクは単一指向性なので、マイクに向かっ

ている音を拾います。話すときは、口をしっかりマイ

クに向けてください。 

●マイクは低い音を拾うのが苦手です。先唱や朗読、

お知らせなど､マイクに向かって話すときは、いつも

より高めの声を出すよう心がけてください。 

●ワイヤレスマイクはマイクの下から音の信号が出

ています。話すときはマイクの下のほうを持ったり、

底に手を当てたりしないでください。声をアンテナが

拾えません。 

●音響システムはデリケートです。イベント等で音響

設備を使用するときは、必ず事前に音響グループに声

をかけてください。（順） 

 

緑の会（７名） 

 緑の会は『教会敷地内をみんなで整備しよう』との

意見からスタートし、今年で 7 年になります。花の種

まきから、苗の植付け、草取り、樹木の剪定等、季節

気候にあわせて花壇や庭の作業をしています。時には

荒れ地の草取りをして花壇造りもしました。自然界は

思い通りになりませんが、その時々の変化を楽しみな

がら行っています。さらに、春はお花見、秋は紅葉狩

り等休憩時間もじゅうぶんに楽しんでいます。虫も雑

草も自然が満載の教会敷地です。みなさんも敷地内探

検をしませんか？（加） 

 

消毒グループ（８名） 

 消毒グループは２０１９年に教会委員会委員をメ

ンバーとして出発し、感染防止対策を任されたグルー

プです。特に、受付メンバーの強力なご協力をいただ

いての約４年間です。安心して、土曜日、日曜日のご

ミサに与れるのは、平日における教会内の消毒、ミサ

時に使用する消毒シートの作成、外部の方々への対

応、男女の便器、トイレ床の消毒、清掃等、陰の存在

として支え続けてくださる受付メンバーのおかげと

言っても過言ではありません。消毒グループの活動

は、その支えの下、土曜日、日曜日に関して、感染防

止のための補助的な担い手としての活動ともいえる

でしょう。 

 教会だより 9 月号には、聖堂内の手指消毒につい

て、やめることを検討してほしいとありました。イン

フルエンザやコロナが徐々に増えているとの報道を

耳にするこの頃、やめることは適切なのでしょうか？

見えない敵に信徒の皆様と共に安心を得たいと望み

ながら活動をしているのが消毒グループです。（玲） 

管財部活動の紹介 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜１０月度定例教会委員会（10/8）＞ 

【協議事項】 

 （１) 消毒シートの配布について(委員長) 

9 月教会委員会後の消毒グループとのやり取りの経緯

の説明と確認および今後について協議した。 

委員長より消毒シートの中止について、担当の管財

部への十分な理解を得ずに決定したことのお詫びの

言葉があった。今後、委員会（長）と各部会との意

思疎通において意見交換に配慮することを確認した 

（2）「信仰を分かち合う会(神奈川県版)」の参加者

について(委員長) 

先月、横浜教区共同宣教司牧サポートチーム神奈川

から 11/25（土）に開催予定の「信徒・修道者・司

祭が共に信仰を分かち合う交流会」への参加申し込

み通知（締切 11/12）があり、10/15,16,10/21,22

の週末にミサ時でお知らせ、掲示板にプリント掲示

し、メールで広く参加者募集を募る。回答集約と参

加申込は S 福音宣教委員が担当。 

（3）｢高齢者アンケート｣の結果について(総務部)  

 8 月上旬に「敬老のお祝いミサの案内｣と同封し、

高齢者アンケートを 186 通郵送。回答は 31 枚。そ

の後レジオ・マリエのお二人のご協力を得て何件か

の訪問や教会来訪が実現し、個々の方々への対応を

学ぶことができた。今後この世代と教会との交流を

より細やかなネットワークを作ることで深めたい。 

（4）10 月教会だよりミサ行事日程表の確認につい

て（典礼部）  

10 月、11 月のミサ行事日程表（資料参照）の各部

の行事日程の確認が依頼され、追加、修正がある場

合は、典礼部まで通知する。また平日のミサ時間変

更に関連し、毎月末の火曜日は教区司祭の月集があ

るためミサはない。 

（５）「共同宣教司牧」についての勉強会について

（教学部・福音宣教部） 

 12/3（日）待降節第１主日ミサ後、従来の待降節

黙想会に替えて「共同宣教司牧の学び直し」の会を

教会の全信徒向けに教学部と福音宣教部がタイアッ

プした開催が提案。待降節及び四旬節の時期に、信

徒の動員数が見込まれる傾向を期待しての企画で、

今回この学び直しを継続的に行うことと、従来教学

部のもとに開かれている講座を、「信徒の養成」と

いう趣旨へと刷新することも計画中。 

（６）2 階会議室整理：備品移動の確認（教学部） 

表記について最終確認、コピー用紙および什器の移

動と廃棄を確認した。書籍は１階ロビーに移動し借

りやすくすることを目指す。 

※ 広い聖堂内の空間を分かち合い等で使用する際に

「移動式のパーテーション」を購入が提案、管財部

で前向きに検討し、購入の予算措置は今年度予算で

対応することが次の（7）議案の審議で承認された。 

（７）2024 年度予算策定、教区への収支予算書検

討について 

横浜教区に提出する「２０２４年度収支決算書」の

根拠となる収入と支出の試算表（添付資料）に基づ

き、財務委員から科目ごとに説明、各委員の質疑に

対応。今回は２０２３年度８月末までの決算額によ

り２０２４年度を試算し、審議の結果、各科目の収

支予算は承認された。次年度収支予算は今月に教区

本部に提出予定。2024 年 1 月の委員会で 2023 年度

の決算額を踏まえ来年度の予算を決定する。 

 

［報告事項］※ミサ行事予定表と重複内容は割愛 

【教会委員長】 

①9/17(日)鍛冶ヶ谷教会で横浜南部・湘南災害ネッ

トワークの｢災害への備えセミナー｣が開催。「最も

大切なことは備蓄よりも教会内外のネットワークを

構築すること」また教会として「災害対応規程」

（日本カトリック司教協議会）と「災害対応に関す

る細則」（カトリック中央協議会）も確認した。 

②9/24(日)に大船教会で第五地区共同宣教司牧委員

会が開催、｢レクチオ･ディヴィナの集い｣の案内が配

布。委員会前に、第五地区委員長会議で各教会の状

況について情報交換が行われた。「レクチオ・ディ

ヴィナ」は聖書のみことばを基礎にした祈りの方法

として第５地区７教会の内４教会で実施している。 

【財務部】 

・インボイス制度について教区からの文書の説明。 

・10/21、22「世界宣教の日」献金実施予定。 

【総務部】 

9/30(土)総務部会開催。１)土地活用検討委員会､２) 

高齢者アンケートの結果、３)地区割変更案の検討 
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について話し合われた。 

【管財部】 

①10/3(火)に祭壇の上部から雨漏りあり、9 月に発

生した雨漏りと同じ箇所か管財部にて 10/9 に確認予

定、結果及び対応方法等は後日報告する。 

②築 25 年を経て見られつつある建物、設備等の不具

合に気づかれた際は管財部まで連絡を。その際、不

具合個所の写真撮影と特に雨漏りは早めの連絡を。 

③教会窓ガラスの業者清掃を 11/8(水) に予定。 

【典礼部】 

①敬老のお祝いミサ：9/9(土)31 名出席、10(日)53

名出席。（通知対象者は２2０名）※ミサ後、希望者

に病者の塗油。欠席者には後日記念品を郵送。 

②祈りの会・(教学・典礼）：9/17(日)10 時ミサ後

（2 階・会議室）久我神父様の指導。7 名参加。 

③田丸神父様の対話週間：9/27(火)～2 日(金) 

10/24(火)～27(金)14-15 時（受付に事前申込） 

④祈りの会・(教学・典礼）：10/15(日)10 時ミサ後

（2 階・会議室） 久我神父様の指導。 

⑤クリプタ合同慰霊追悼ミサ：11/4(土)10：30～  

⑥死者のためのミサ：11/4(土)16 時、5(日)10 時：

※戸塚教会関係者死者ミサ依頼書を配布中。 

⑦七五三のお祝：11/12(日)10 時、当日はサンパウ

ロの出店があります。10/29 迄事前受付中。 

⑧クリスマスの飾付：11/26(日)ミサ後に予定。（祭

壇前、入口、前庭の電飾等） 

⑨堅信式について：2024 年度 10 月以降で調整中 

【教学部】 指導はいずれも田丸神父様 

①Zoom で行う信仰を深める講座：9/16(土) 

②祈りを深める分かち合いの集い：9/20(水) 

③その日のミサの福音を味わう集い：10/1(日) 

④祈りを深める分かち合いの集い：10/18(水) 

14：00～15：30 

【福音宣教部】 

①第３回第５地区共同宣教司牧委員会の開催報告 

９月２４日（日）大船教会で開催（議事録添付）。

戸塚教会での「共同宣教司牧」の学び直しが考えら

れている現在、情報共有のため今後も報告する。 

 ②１０月オープンデー 

10/1（日）12：30～14：00 に開催。最小限の来場

者だったが内容評価は得た。今後「福島やさい畑」

や「フリーマーケット」等と同時開催を試みる。 

 ③「とつか合同クリスマス」 

12/9（土）開催の戸塚地区キリスト教諸派合同イベ

ントの一環として 12/3（日）「クリスマス・キャロ

リング」（街頭聖歌隊）に本教会からも数人の聖歌

隊からの参加（16：30～18：00）を計画、オルガ

ニストで聖歌隊指導者の T さんと調整中。 

※ この日は田丸神父が大切な役割を担われるので、

時間が重なる 16 時ミサは中止し、ミサ参加者は戸塚

ＹＭＣＡで行われるこのイベントに参加を勧める。 

【広報部】各活動部からのお知らせを引き続き募集  

【福祉部】 

①「毛糸の帽子サークル」では、年末に(ステラマリス)

船員にご家庭で編んだ毛糸の帽子を贈る。11/18(土)

〜26(日)に段ボール箱を一階事務所に置き集める。 

②「福島やさい畑」の販売を 10 月 29 日(日)に実施。 

【行事親睦部】 

① 10 月 22 日㈰フリーマーケット出店希望 22 店

当日、教会前庭前の駐車場を出店場所として使用。

ミサ後のお知らせと、当日駐車場誘導を依頼する。 

② 福祉団体の出店は、福祉部の責任者のもと、売

上金額もその団体への全額寄付とする。 

 

【世界宣教の日・献金（財務部）】 

「世界宣教の日」は教皇庁信仰弘布事業が全世界に

向かって毎年 10 月に呼びかける「世界宣教月間」の

頂点です。その目的は、まだキリストを知らないた

くさんの人に囲まれて生きている、洗礼を受けたす

べての人に宣教の心を呼び起こし、世界の福音化の

ために、霊的物的援助をはじめ、宣教者たちの宣教

協働を各国の教会間で促進することです。この日、

福音化に共通する責任を認識し、普遍性と世界の連

帯を祝ったキリスト者からの献金は、各国からロー

マ教皇庁・福音宣教省に集められ、日本を含む世界

中の宣教地に援助金として送られます。戸塚教会で

は１０月２１日と２２日で献金を行います。皆様の

お祈りとご協力をよろしくお願いいたします。 

 

次回教会委員会は 11/12(日) 11:30～ 

 


